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基準２ 教育組織（実施体制） 

（１）観点ごとの分析 

観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

 本校は，工学の基礎である機械・電気・化学の各専門分野に立脚した「機械工学科，電気工学科，

工業化学科」の３学科で昭和４０年度に発足した。この内，工業化学については福井県が繊維及び染

色関係の企業が多いことを受けての設置である。 

また，福井県が大手の土木業者を多く出している土木県であるとともに，土木技術者不足に対応す

るため，昭和４５年度には「土木工学科」が，また昭和６３年度には情報社会の到来を受けて，ハー

ドとソフト両面の情報処理技術者を育成する「電子情報工学科」が増設された。 

その後，平成５年度に土木工学科を時代の要請に沿うべく「環境都市工学科」として，また，平成

７年度に工業化学科を「物質工学科」として改組し，“材料工学コース”と“生物工学コース”の二

コース制とした。さらに平成１７年度には，電気工学科卒業者にも，近年の進展する電子技術を基礎

より教育する必要があるため，電気工学科を「電気電子工学科」と改称した。 

 したがって，現在の学科構成は本校の基本理念(資料２―１―①―１)に掲げた環境を意識し，地域

社会に根ざしたものづくり教育を行うため「機械工学科，電気電子工学科，電子情報工学科，物質工

学科，環境都市工学科」の５学科から成り，その編成は高等専門学校設置基準の規定に適合している

(資料２―１―①―２)。そして，本校の学科構成は福井県の主幹産業である繊維工業，化学工業，眼

鏡枠工業，電子電気工業，環境土木産業に基づいたものであり，これらの産業においては繊維工業，

眼鏡枠工業などに代表されるようにデザイン技術が重要となるものが多い。 

 各学科は，本校の養成すべき人材像(資料２―１―①―３)に基づき，「基礎的知識と技術を身に付

け，論理的思考能力を備えた実践的で創造性豊かな技術者を育成する」を共通のキーワードとして教育目

的を定め(資料２―１―①―４)，ものづくり，環境づくりに関する基礎能力と，デザインマインドの育

成を行っている。また一般科目では，専門の基礎科目である数学や物理並びに人文系科目等を履修し，

専門課程での学習に十分に教育効果をあげることができるようになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２―１―①―１

「福井工業高等専門学校の基本理念等に関する規則」 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集）
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資料２―１―①―２

「学則（学科と学級編成）（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集）

資料２―１―①―３

「養成すべき人材像」 

 

 

 

 

 

（出典 平成２４年度学生便覧）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２―１―①―４

「福井工業高等専門学校の基本理念等に関する規則（各学科等の教育目的）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集）
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資料２―１―②―１

「専攻科の規則」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校が位置する地域社会の産業が繊維工業，化学工業，眼鏡枠工業，電子電気工業，環境土木産業

等であることに立脚した学科構成であり，またその構成は高等専門学校設置基準の規定にも適合して

いる。さらに，各学科の教育目的は本校の養成すべき人材像を基軸にして，適切に設定されている。 

 

 

観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の専攻科は，「高等専門学校における教育の基礎の上に，精深な程度において工業に関する高

度な専門的知識と技術を教授し，その研究を指導すること」を目的に設置され，本科に積み上げ型の，

「生産システム工学専攻」と「環境システム工学専攻」の２専攻から構成されている(資料２―１―

②―１)。「生産システム工学専攻」は機械工学科・電気電子工学科・電子情報工学科を，また「環

境システム工学専攻」は物質工学科・環境都市工学科を，それぞれ基盤としている(資料２―１―②

―２)。本校の基本理念や教育方針等を基軸にして，専攻科の学習・教育目標を(資料２―１―②―

３)のように設定している。これらの２専攻では，専攻科カリキュラムに本校本科４，５年のカリキ

ュラムを加えた内容で「環境生産システム工学」教育プログラムを実施しており，同教育プログラム

は日本技術者認定機構(JABEE)から，社会の要求水準を満たした融合複合分野の技術者教育プログラ

ムであるとの認定を受けている(資料２―１―②―４)。そして，専攻科が目指すエンジニア像は，本

校の養成すべき人材像を受けて「得意とする専門分野を持つことに加え，他の技術分野の知識と能力

を積極的に吸収し，自然環境との調和を図りながら持続可能な社会を有機的にデザインすることので

きる知識と能力を身に付けた，国際社会で活躍できる実践的技術者」となっている(資料２―１―②

―５)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



福井工業高等専門学校 基準2 

- 36 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集）
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資料２―１―②―２

「専攻科の構成」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 専攻科パンフレット）

資料２―１―②―３

「専攻科の学習・教育目標」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



福井工業高等専門学校 基準2 

- 38 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２４年度学生便覧）
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資料２―１―②―４

「JABEE 認定証」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課）

資料２―１―②―５

「専攻科の目指すエンジニア像」 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校ホームページhttp://www.fukui-nct.ac.jp/~kyomu/senkou/info.html）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校の専攻科課程の２専攻は，本校5学科の教育成果を基礎の上に構成されており，本校の養成す

べき人材像に基づいたエンジニア像を掲げて学習・教育目標を設け，２年間の学習を通して研究を行

うことのできる技術者を育成している。専攻科での教育プログラムは，得意とする技術専門分野の知

識と能力を深めるとともに，異なる技術専門分野に関する知識と能力も育成することができる融合複

合化されたものであり，現在の多様な社会状況を反映したものになっている。 
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資料２―１―③―１

「総合情報処理センター規則（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集）

観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する

上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の教育目的を達成するための全学的なセンターとして，総合情報処理センター，地域連携テク

ノセンター及び教育研究支援センターを設け，各センター長には教員を任命して運営している。 

総合情報処理センターは，本校における情報処理の高度化や，教育研究の支援等を主な目的として

いる(資料２―１―③―１)。現在，同センターには４つの演習室(保有パソコン台数は１５１台)があ

り，学生の情報リテラシー教育，情報処理教育を担当するほか，多くの実験実習等の科目でも利用さ

れている(資料２―１―③―２)。放課後等の空き時間は，学生の自学自習場所としても提供している。

さらに，学生の資格取得や地域貢献としての公開講座等にも利用されている(資料２―１―③―３)。 
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資料２―１―③―２

「総合情報処理センター演習室の時間割」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校ホームページhttp://www.fukui-nct.ac.jp/~ip/jikanwari.html）

資料２―１―③―３

「総合情報処理センターのその他の利用状況」 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２３年度自己点検・評価報告書，p.92）
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資料２―１―③―４

「地域連携テクノセンター規則（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集）

 地域連携テクノセンターは，校内のみならず地域産業界等との共同研究の推進を通して，幅広い視

野と独創性に富む自主開発能力を持つ技術者の養成，及び地域社会の発展に寄与することが目的であ

る(資料２―１―③―４)。同センターには，超高分解能電界放出形走査電子顕微鏡，赤外吸収スペク

トル測定装置，Ⅹ線光電子分光装置，誘導結合形高周波プラズマ発光分光分析装置等が設置されてい

る(資料２―１―③―５)。これらの施設・設備は，産官学共同研究を含めた研究活動を展開している

教員の指導の下で卒業研究(本科(準学士課程))や特別研究(専攻科課程)を行っている学生が実践能力

向上のために利用しているほか，本科や専攻科の授業における工学実験に際しても有効活用されてい

る。また，福井県内での起業意欲を高揚し，伝統産業や地場産業の活性化に寄与する目的で，平成１

９年度から同センター内に「アントレプレナーサポートセンター」を設置し，数年後に起業を目指す，

もしくは自らのアイデアを事業に結び付きたいと考える本校学生や，地域の技術者を支援している。

「アントレプレナーサポートセンター」には毎年，複数名の本校学生が入所し，起業家精神を醸成し

ており，地域社会からの要請を受けてソフトウェア等を開発した例もある。さらに，同センターには，

本校と地域社会との密接な関係を維持し，研究成果を共有又は還元することを目的に「伝統産業支援

室」と「地場産業支援室」も設けている。 
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資料２―１―③―５

「地域連携テクノセンターの保有機器（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 地域連携テクノセンター活動紹介誌 JOINT2011）
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資料２―１―③―６

「教育研究支援センター規則（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集）

 教育研究支援センターは，本校における教育研究支援業務を円滑に実施することを目的とする(資

料２―１―③―６)。同センター所属の技術職員は，専門的な技術内容等に応じて３つの技術班を構

成し(資料２―１―③―７)，この内の第一技術班は本校の共同利用施設である機械実習工場を運営し，

機械工学科の機械工作実習，創造工学演習等のほか，電気電子工学科の機械工学概論や環境都市工学

科の構造デザイン等の授業科目の教育支援以外に，卒業・特別研究で使用する実験装置等の製作支援

に加えて，ロボコンに代表される課外活動で用いる部品や用具等の製作支援を行い，他の技術班と同

様に本校の実践的なものづくり教育，研究活動や出前授業・公開講座の実施支援を通して地域貢献に

も寄与している(資料２―１―③―８，９)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



福井工業高等専門学校 基準2 

- 45 - 

 

資料２―１―③―７

「教育研究支援センター組織図」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校ホームページhttp://www.tsc.fukui-nct.ac.jp/p_blog/var/center/index.php?id=org）
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資料２―１―③―８

「第一技術班教育研究支援一覧」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教育研究支援センター平成２３年度年次報告）
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資料２―１―③―９

「技術支援等の例」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教育研究支援センター平成２３年度年次報告）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 各センターは本校の教育組織として明確に位置付けされ，教育目標を達成するために機能的に運営

・運用されている。さらに，各センターは本校の教育研究活動の推進のみならず，地域貢献にも大き

く寄与している。 
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資料２―２―①―１

「本校の組織図」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 国立福井高専要覧２０１２，p.9）

観点２－２－①： 教育活動を有効に展開するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係

る重要事項を審議する等の必要な活動が行われているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では，教育活動を有効且つ円滑に展開するために，校長の下，各種会議や委員会が組織されて

いる(資料２―２―①―１)。 
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資料２―２―①―２

「福井工業高等専門学校内部組織規則（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集）

資料２―２―①―３

「福井工業高等専門学校教員会議規則（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集）

 「学校運営会議」は，校長，副校長，校長補佐，学科長及び教室主任，事務部長から構成され，校

長が議長を務め，教育研究活動と管理運営等の重要事項について審議し，教育活動上の学校の基本方

針を決定することを目的とし(資料２―２―①―２)，毎月１回開催されている。 

 「教員会議」(資料２―２―①―３)は，校長を含む全教員がその構成員であり，本校としての意思

の統一と教育研究活動に関する情報の共有化を図ることを目的に，毎月１回定期的に開催されている。 
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資料２―２―①―４

「福井工業高等専門学校内部組織規則（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集）

 校長の下に，４人の副校長（教務主事，学生主事，寮務主事及び企画室長）と校長補佐（専攻科

長）を置き，有効な教育活動を展開するための教員組織を構成している(資料２―２―①―４)。 
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資料２―２―①―５

「福井工業高等専門学校教務委員会規則（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集）

 副校長（教務主事）は，本科の教育計画及び教育課程の編成の立案並びに実施，入学，退学，休学，

転学科，進級及び卒業の認定，指導要録の作成や教科書を含めた教材の取扱い等について校長を補佐

し，教務委員会(資料２―２―①―５)と入学試験委員会(資料２―２―①―６)を運営している。これ

ら二つの委員会は毎月１回開催され，両委員会で審議する事項については，教務主事と教務主事補か

ら構成される教務主事団会議で事前に十分な検討を行い，両委員会での議事が円滑に効率よく進行す

るようにしている。本校では本科での教育を基礎とした専攻科を設置しているため，本科と専攻科で

の教育内容・方法等は密接に関係する。このため，教務主事団会議に専攻科長も参加して，本科と専

攻科の連携を深めている。 
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資料２―２―①―６

「福井工業高等専門学校入学試験委員会規則（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集）
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資料２―２―①―７

「福井工業高等専門学校補導委員会規則（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集）

 副校長（学生主事）は，本科学生の補導，厚生，課外活動，個人相談，集団指導，規律保持，事故

の処理や保健指導等に関する事項について校長を補佐し，毎月１回定期的に開催される補導委員会

(資料２―２―①―７)と，学生主事と学生主事補からなる学生主事団会議を運営している。学生主事

団会議では，補導委員会での審議事項等について事前に十分な検討を行っている。また，補導委員会

には寮務主事も参加し，学寮とも連携を図っている。 
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資料２―２―①―８

「福井工業高等専門学校学寮運営委員会規則（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集）

 副校長（寮務主事）は，寮生の指導，厚生，個人相談，集団指導，規律保持，事故の処理や保健指

導等に関する事項について校長を補佐し，学寮運営委員会(資料２―２―①―８)と，寮務主事と寮務

主事補からなる寮務主事団会議を運営している。特に，寮務主事団会議は毎週定期的に開催され，学

寮に関する情報の共有化を図るとともに，学寮運営委員会での審議事項等について事前打合せ等を行

っている。学寮運営会議には学生主事も参加し，補導委員会とも連携を図る体制が構築されている。 
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資料２―２―①―９

「福井工業高等専門学校企画室規則（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集）

 副校長（企画室長）は，本校の新規事業の計画立案，中・長期目標，中期計画及び業務運営の計画

策定等(資料２―２―①―９)について校長を補佐し，企画室会議を運営している。 
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資料２―２―①―１０

「福井工業高等専門学校専攻科委員会規則（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集）

 校長補佐（専攻科長）は，専攻科の入学選抜，教育課程の編成，教育計画の立案，専攻科生の進学

・就職及び厚生補導等に関して校長を補佐し，定期的に開催される専攻科委員会を運営している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校の教育活動を効率よく展開する上で必要な運営体制が規則で明文化されており，さらに組織も

構築・整備され，他の委員会とも連携を取りながら，それぞれの所掌事項に関する必要な活動が行わ

れている。 
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資料２―２―②―１

「平成２４年度学級担任（補佐）一覧」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２４年度学生便覧，p.62）

観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

（観点に係る状況）  

 観点２―２―①で述べた教育活動と管理運営の重要事項について審議する「教員会議」には全教員

が参加している。また，学生教育・厚生補導・進路指導等に関する「教務委員会」，「補導委員会」

や「進路指導委員会」を始めとする各委員会にも他の委員会と同様，一般科目及び専門科目の担当教

員がそれぞれ複数名参加しており，委員会の会議席上では有意義な情報交換や意見交換が行われ，有

機的な連携が図られている。本科１，２学年の学級担任と担任補佐はそれぞれ一般科目教員と専門科

目教員が，また同３学年の学級担任は専門科目教員が務め，その担任補佐は一般科目教員が担ってお

り，一般科目と専門科目担当教員が連携しながら３学年までの学級運営を行っている(資料２―２―

②―１)。 
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資料２―２―②―２

「創造教育開発センター規則（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集）

さらに，教員間の教育的連携については，毎年度１回の頻度で本校の学習・教育目標に対応した事

項に関して，創造教育開発センター（資料２―２―②―２）主催の「教員間ネットワーク会議」(資

料２―２―②―３，４)において授業内容や進度について議論している。例えば，英語教員と専門学

科教員との間での「教員間ネットワーク会議」では，一般教育と専門教育のそれぞれの立場からの英

語教育について，進路先アンケート結果や外部有識者会議での意見等も踏まえた議論がなされ(資料

２―２―②―５)，本年度から新入生を対象にした課題確認テストを前期授業を開始する４月５日

（木）に実施(資料２―２―②―６)することや，多読教材への取組み奨励等を基軸にした英語に親し

む指導を，英語科を中心に行うことになった。この他，数学についても「教員間ネットワーク会議」

での議論を踏まえ，教授単元の順番の変更等もなされた(資料２―２―②―７)。このような議事録は

学内サーバーにアップ・公開され，教員間連携の向上と教育改善に資されている。 
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資料２―２―②―３

「教員間ネットワーク会議開催案内１」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学内メール）

資料２―２―②―４

「教員間ネットワーク会議開催案内２」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学内メール）
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資料２―２―②―５

「教員間ネットワーク会議議事録例１（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 創造教育開発センター）
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資料２―２―②―６

「課題確認テストの実施日程」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課）

 

 

 

 

４月 

1 日     

2 月 春季休業（～3 日）       

3 火
入寮式（１０：３０） 新入寮生オリエンテーション（１１：００） 

開寮（１４：００） 
  

4 水
入学式（１０：００） 専攻科オリエンテーション ２～５年 HR（１１：００） 

教育後援会総会（１２：００） 保護者懇談会（１３：３０） 
  

5 木
一斉健康診断（本科・専攻科） 

課題確認テスト 
  

6 金 前期授業開始 Fri-1 

7 土     

8 日     

9 月   
Mon-

1 

10 火   Tue-1 

11 水 午前休講  新入生歓迎会，クラブ紹介 
Wed-

0.5 

12 木 新入生オリエンテーション合宿（奥越高原青少年自然の家） Thu-1 

13 金 新入生オリエンテーション合宿（奥越高原青少年自然の家） Fri-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



福井工業高等専門学校 基準2 

- 62 - 

 

資料２―２―②―７

「教員間ネットワーク会議議事録例２」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 創造教育開発センター）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 「教員会議」や各委員会は一般科目及び専門科目を担当する教員から構成されるとともに，本科３

学年までの学級運営に当たっても，一般科目・専門科目担当の教員が担任，又は担任補佐として担当

し，連携が密である。さらに，本校学習・教育目標等に応じた「教員間ネットワーク会議」が定期的

に開催されるなど，多くの機会を通して情報交換や意見交換が行える機会があり，機能的に連携が取

られているといえる。 
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資料２―２―③―１

「福井工業高等専門学校事務組織規則（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校規則集）

観点２－２－③： 教員の教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

（観点に係る状況）  

 (資料２―２―①―１)に示したように，校長の下，事務部長が統括する事務部が置かれ，総務課と

学生課の２課体制で本校は運営されている(資料２―２―③―１)。 

学業成績・進学や，学生生活・就職等の学生と直接かかわる事項の事務全般を学生課が担当し，教

員の教育指導を円滑に実施するために，十分に機能している。学生課は，教務係，学生生活係，入学

試験係および情報サービス係からなり，教務委員会，入学試験委員会，補導委員会，学寮運営委員会，

進路指導委員会，留学生委員会や国際交流委員会等の運営を支援している。例えば，教務係では，学

級運営の一助となるように「学級担任の手引き」(資料２―２―③―２)を作成し，公開している。学

生生活係では，課外活動を指導する教員への支援として，特に体育系クラブにおける安全な活動を意

識し「体育クラブ活動における指導マニュアル」(資料２―２―③―３)を作成し，年度当初，副校長

（学生主事）が主催する部・同好会指導教員会議において配布している。さらに，教育寮である学寮

での教員による宿日直に際しての寮生の生活指導や学習指導に対する支援を「寮監マニュアル」を整

備して行っている(資料２―２―③―４)。学生の進路指導支援においては，進路情報管理システムへ

のデータ入力や大学・大学院説明会の開催を始め，企業・機関等へのインターンシップ依頼状や礼状

の送付，就職・進学関連資料の整理，「進路のしおり」(資料２―２―③―５)の作成など多岐にわた

る。また情報サービス係では，学生の総合情報処理センターでの放課後の利用促進のための便宜を図

るなど，多様な支援ができる体制となっている。 
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資料２―２―③―２

「学級担任の手引き」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課）
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資料２―２―③―３

「体育系クラブ活動における指導マニュアル」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課）
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資料２―２―③―４

「寮監マニュアル」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課）
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資料２―２―③―５

「平成２４年度進路のしおり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課）
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資料２―２―③―６

「実験実習安全必携」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 国立高等専門学校機構）

一般科目教室や各学科における実験・実習等の実施に際しては，全教職員と学生に配布している国

立高等専門学校発行の「実験実習安全必携」(資料２―２―③―６)に基づいた安全教育を年度第一回

目の授業の際に行っている。また，これらの実験・実習等においては教育研究支援センター(前出資

料２―１―③―１５)に所属する技術職員が，各学科等と連絡を密にとりながら支援している(前出資

料２―１―③―１７)。なお，同センターでは実験・実習で使用する器具のほか，課外活動クラブの

要請に応じて用具の補修や製作支援等も担当している(前出資料２―１―③―１８)。 
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（分析結果とその根拠理由）  

 教員の教育活動の支援体制として事務部が組織化されており，さらに「教育研究支援センター」所

属の技術職員による支援も充実しており，円滑に教育活動を実施しているといえる。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 学科，専攻科，センターや事務組織等は，本校の教育目的を達成するために必要な観点から設置・

整備されている。また，本科３学年までの学級担任と副担任は，一般科目教室と専門学科所属の教員

が務めるほか，“教員間ネットワーク会議”や“教育システム推進委員会”等が設けられ，教員間，

委員会間のみならず事務部とも連携を取りながら効率良く，かつ円滑にPDCAサイクルに沿って本校全

体の教育改善と質の向上が図れるシステムが構築されている。 

 

（改善を要する点）  

 該当なし。 

 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

 本科は基本理念に基づいて環境を意識し，地域社会に根ざしたものづくり教育を実践する機械工学，

電気電子工学，電子情報工学，物質工学，及び環境都市工学の５学科から構成され，学科毎に教育目

的を定めており，さらにこれら５学科の教育内容等は福井県の主幹産業のニーズにも対応している。

本校では，５年間の本科の上に生産システム工学と環境システム工学の２専攻で編成された２年間の

専攻科課程を設置しており，専攻科における学習・教育目標は本科におけるそれをさらに発展させた

もので，専攻科が目指すエンジニア像は，本校の養成すべき人材像に基づいて「得意とする専門分野

を持つことに加え，他の技術分野の知識と能力を積極的に吸収し，自然環境との調和を図りながら持

続可能な社会を有機的にデザインすることのできる知識と能力を身に付けた，国際社会で活躍できる

実践的技術者」となっている。これらの学科と専攻の構成は学則で規定されており，本校の教育目的

を達成する上で適切である。 

 本校の教育目的を達成するための全学的なセンターとして，総合情報処理センター，地域連携テク

ノセンター及び教育研究支援センターがあり，各センターは教育目標を達成するために機能的に運営

・運用されている。特に，「地域連携テクノセンター」や「教育研究支援センター」は，学生と教職

員の研究活動の推進のみならず，地域貢献にも大きく寄与している。 

 教育活動を有効かつ円滑に展開するために，校長の下，学校運営会議，教員会議や各委員会の規則

等も明文化され機能しており，さらにそれらが有機的に連携してPDCAサイクルに基づいた本校全体の

教育改善システムが構築されている。教員会議を始めとする各委員会は一般科目及び専門科目担当教

員で構成され，また「教員間ネットワーク会議」を定期的に開催するなど，教員間の連携が常時取ら

れている。 
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